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研究成果の概要（英文）：The main aim of the current project was to examine the possible effects of 
bilingual language acquisition on cognition and social cognition in young children. It also aimed to
 examine the neurological bases that support such aspects of cognition.
We examined the cognitive and social cognitive abilities of both bilingual and monolingual 
preschoolers using a number of behavioral measures.
The results of series of studies suggest two things: firstly, sharing of knowledge of two languages 
in simultaneous acquisition influences the language acquisition itself, demonstrating different 
cognitive processes involved in bilingual language acquisition; and secondly, possibility that 


























“情報の更新”といった下位機能が含まれ(Miyake, Freidman, Emerson, Witzki, 
Howerter & Wager, 2000),幼児期の間に飛躍的に発達し,後の学力や社会性と関



























 幼児に合わせた行動課題を作成するために , 主にモノリンガルの子ども
を対象とした予備実験を行った . 複数回行っているため , 全てについて記載
はできないが, 概ね以下のような対象と手法を用いた. 対象：幼児３歳～６歳. 
実施場所：保育園・幼稚園の静かな場所で実験者と対面で実施. 実施課題：語
彙発達検査, ストループ課題, 抑制制御課題, 心の理論課題等. ストループ
課題と抑制制御課題はＰＣを用いて反応時間と正誤を計測した . 語彙検査以
外の行動課題の実施の際には pocket-NIRS を装着し, 前頭前額部(Fp1 と Fp2)
の脳活動計測を行った. また, pocket-NIRS 自体はコンパクトで幼児実験に向
いているものであるものの , 計測できる範囲の狭さや機能が限定的であるこ






いて検討した . 一つ目は語彙獲得について , 二つ目は語順の獲得についての
ものであった.  
二言語の語彙獲得については , マッカーサー乳幼児言語発達質問紙 (CDIs)
の英語版ならびに日本語版を用いて乳児～幼児の語彙データを収集したものを
使用した. 語順の獲得については スペイン語と日本語の二言語環境で育つ幼
児を対象に, 名詞句内の語順の獲得について複合名詞課題を実施した.  
② 実行機能, 心の理論, 脳への影響 
 モノリンガルならびにバイリンガルの幼児を対象に複数の実験実施を行っ
た . 実験によって多少異なるものの , 一つの実験で２～６歳の幼児２０～４
０名を対象に(1)に示したような課題を実施した.  
４．研究成果  
 (1) 行動課題の作成と定義と手法の開発 
 本課題では複数の行動課題を使用して幼児の認知や社会的認知を計測するこ




る程度近いデータが得られることが示された(田浦,2016 等 ). 




























② 実行機能系, 心の理論, 脳への影響 
 バイリンガルの実行機能系が促進されているといわれるものの , 言語を
切り替える行動自体の影響である か を確か め た研 究は ほ とんど 存 在し ない . 
しかし, かなり易しい語彙を設定したとても,幼児のバイリンガルの２言語の














し, 注意の切り替えやワーキングメモリ, そして, 葛藤抑制系の課題ではバ
イリンガルのほうが優勢であったことを示す Carlson & Meltzoff(2008)の結果




能との関連を比較したところ , 英語力のみが特に葛藤抑制と関連を示し , さ
らに, 英語力が他者理解の指標である心の理論と関連があることが示された. 






されていると解釈できる .また,心の理論のような他者理解の能力は , 英語を
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An fNIRS study on language acquisition and attrition
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